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一 完全 版 一 
'93 年 度 加 入 の 新 外 国人 選手 を は じ め 、 最 新 

J リ ー グ の デー タ を 採用 。 全 本 チート ルリ CO 
き な 選 手 が 選 べ る ファ ン 待 望 の オー ルス ター 
モー ド も 搭載 。 (セガ タッ プ 対 応 ) 
発売 中 8.800 円 (税別 ) 

2 な 字 半 

も は ⑥) 冨 慢 義博 集英社 ・ フ ジテ レビ ・ ス タ ジ オ び ぴえろ 
ら と | み や //、 799 SEeA 

2 時 Pe 
ョ フ 基 較 V ジ ] 月 26 日 発売 予定 

前 に 遊 で ャ 8.800 円 (税別 ) 
さ 軒 | 了 

発 
つ 青 

⑥ SNK 1992 REPROGRAMMED GAME C SEGA 1993 し 「 

10 人 の すご 腕 フ ァ イ タ ー が 、 強 さ の 頂点 を 7 織 
めざし て 人 迫力 の 格闘 戦 を 展開 。 多 彩 な 技 を 駆使 電 D ジ 
し て 熱き 戦い を 制覇 し ろ 。 ァ 還 
1 月 14 日 発売 予定 8800 円 (税別 ) ) 婦 フ 寺 」 

バ 交 4 

D 用 に 
め た 総勢 48 人 で 順位 を 競 SR 
SEP 圧し じ り 有 
ホー ル に それ ぞ れ 賞金 の 
か か っ た 競技 も ある 。 ト 
レー ニン グモ ー ド も 捨 

井 | ティ ー ュ - も で 
きる か ら 安 心 。 

いつ の 時 代 で も 話題 を 振り まく 政治 の 世界 が CD ゲー 
ム に な っ て 登場 。 代議士 秘書 か ら 始ま り 、 最 終 的 に は 総 
理 の イス を 狙え ! スト ー リ ー は 3 部 構成 。 泣 くも 笑う も 
君 の 腕 次 第 。 

エ キ 

3 

eee 1 月 21 日 発売 予定 隊 "s。。 和 | ル 。 ] で 
8.800 貴 ( 科 別 ) 議 ooc、 に mm 1 月 28 日 発売 予定 

8.800 円 (税別 ) 
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NR 

常務 取締 役 
アミ ュー ズ メ ント 研究 開発 統括 本 部 長 

い 昭 礎 久本 
信 詳 菩 、 人 林 年 は 過去 に 例 を 見 な いよ うな 上 厳し い 

「 年! - な る と 思い ます 。 この よう な 時 ご 名 [ピン チ は チャ 

ンス 」 逆転 発起 で 健康 に 留意 し て 明る く 、 楽 し く 、 良 い 仕 

事 が で きる 環境 を 築い て 部 員 共 々  頑張 り た いと 妃 い ます 。 

多 1 、CG 技 術 の 応用 (S ・WH ・W. ) を 一 段 と 推進 

する こと 。 (V R 開 発 構想 ) 

2 、AMUSEMENT THEME PARK PROJECT の 推進 (A. 

「. 開発 構想 ) 

3 、THTAN HW 低 価格 PROJEC「 の 推進 (AM 共同 開 

発 構想 ) 

人 る 新年 を 迎え 、 新 し い 気 持ち で 全員 、 = 者 

ます が 、 考 える だ け で 、 実行 し な い 人 が 多い 。 本 年 は ぜひ 

「 CD] 行動 人 間 に な っ て いた だ き 、 提 SM 

うに 各 目 頑張 つて くだ さい 。 

常務 取締 役 
アミ ュー ズ メ ント 施設 統括 本 部 長 

永井 明 

二 @ 今 年 で 満 51 歳 を 迎え ます 。 こ れ ま で 
| 名 生き て きた 50 年 間 を 振り 返り 、 公 私 共 

た きく スチ 庄司 yy 交 す 水 導 1 儲 に が あと 感 いま 

生 け な い パワ ー で 、 こ れ か ら も 頑張 り 

ます 。 

多 厳 し い 市 場 環境 の 中 で の 年 明け と な り ま し た が 、 今 

年 こそ AM 施設 と し て の 地位 を 確立 する 絶好 の チャ ン 

半生 人 衝 MTM 

チャ ンス を 生か が し 、 今年 は まず 第 一 に 、 全員 参加 、 体 

er し 

そし て 新しい 試み を た くさ ん 取り 入れ た 新規 店 舗 開設 

に より 、 着 実 な 利益 確保 に 努め て いき ます 。 

人 ふ そ れ ぞ れ 新た な 決意 を も っ て この 新年 を 迎え られ た 

こと ど 思 いま す 。 AM 施設 と し で も 、 今年 新た な る 試み 

に より 店 舗 展開 を 進め て いく つも り で す 。 そ の た め に 

ka に 

に で す で 所 実施 中 で す が に ' 特 細 自ら 、 で ま 征 、 3 胡 族 、 

2 生 本 寺 い あっ て 店 舗 を 訪れ て いた だ き 、 生身 

も 多く の 方 に 楽し ん で も ら う こと 、 つ まり | 全員 

凍っ 

で 確実 な る 利益 の 拡大 を 目指 し まし ょ う 。 人 ハ 

"| 張っ て いた だ きた い 。 

3 も つ 9 - トド 

常務 取締 役 

ハー ドウ ェ ア 研 究 開発 統括 本 部 長 

佐藤 秀樹 

⑱@ い つ 、 い か な る 場合 に も 全力 を 尽く 

せる よう に 、 健 康 管理 に 注意 し た い 。 ま た 、 こ れ か ら 

増 々 海外 を 含め 他 産 業 、 他 業種 と の 関係 が 深く な る と 

思う の で 、 英 会 話 を 含め 、 幅 広い 視野 に て 物事 に 対処 

で 作 まう 尼 谷 対 だ し い 。 

金 家庭 用 機器 を 中 心 に 他 業 種 か ら の 参入 に よっ て 、 郡 

雄 割拠 の 競争 の な か で 勝つ て いく た め に 、 全 力 を 傾注 

し た い 。 さ ら に 将来 へ の 布石 と な る 先進 技術 、 時 代 の 

流れ に 取り 残さ れ な いよ うに 研究 開発 を 怠 りな いよ う 

に も だ あい 、 

る 今年 は 、 家 庭 用 の みな ら ず 業務 用 に つい て も 大 き な 

さら な る 飛躍 の た め の 過 洲 期 と 思い ます 。 こ の 時 期 を 

成功 に 乗り 切る た め に は 、 す べき 仕事 を 意 実 に こなす 

こと と 同時 に 、 既 成 概念 の 打破 や 発想 の 転換 も 必要 と 

考え ます 。 絶えず 自分 自身 に 疑問 提起 を 忘れ ず に 頑 

HARMONY 8 JANUARY 



常務 取締 役 社長 室長 
中 村 俊一 

@ 上 場 以来 、 順 調 に 伸び て きた セガ も 今期 は 
まさ に 正念 場 の 年 と な り ま し た 旧 導 れ ま で の 

成長 が バブ ル で あっ た の か 実力 で あっ た の か 、 評 価 が は っ 
きり と 出 て くる 。 こ れ は 会 社 だ け で な く 個 人 一 人 ひと り に |4 
も あて は まる 。 今年 は 、 今 まで の 努力 に 輸 を か け て 総決算 | 志和 
の つも り で 持て る 力 を すべ て 出し 尽く し 燃焼 する 決意 で あ | 

s る 。 軸 
ぅ 5  。 SOG 多 今 、 セ ガ に 必要 な こと の 一 つ は 、 新 た な 経営 の イン フラ 5 

NN。 NM。 | づく り 。 か つて 上 場 を 目指 し て 作っ つて きた 様々 な 経営 管理 ド 
の スタ イル は 、 規 模 の 拡大 と 時 間 の 推移 と 共に 陳腐 化 が 進 。 寺 
ん で きた 。 次 代 の セガ を し っ か り 支 える 新た な 土台 (仕組 | 

常務 取締 役 み ) づく り に 全力 投球 し た い 。 
海外 コン シュ ー マ 事 業 本 部 長 .』 全 セ ガ は 新た な 飛躍 に 向け て 節目 の 時 を 迎え て いる 。 過去 

八木 国 勝 の 成功 は 未来 の 成功 を 約束 する も の で は な い 。 こ れ ま で の 直 

に | @94 年 度 に 入 つ て も 世界 的 な 不況 、 | 成功 体験 に 埋没 せ ず 、 新 た な 発想 で 原点 か ら の 再 チ ャ ン レ | 。』 

円 高 傾向 は 続き 、 ビ ジネス の 分 野 に お いて は 大 き な | 娘 ンジ が 求め られ る 。 本 当 の 実力 が 問わ れる と き 、 目 分 分 自身 太 
の 付加 価 価 アッ プ と これ か ら の セガ で の 自分 自身 の 役割 認 | 
識 を し つかり 持っ て 仕事 に チャ レン ジ し て も らい た い 。 

0 に 困 刻 な 状態 
* に 沙 ち 入っ て し まう 。 し か し な が ら 真 剣 に 考え 生き | 重 

る こと は 、 深 刻 に 生き る こと と は 培い 、 何 に で も 感 條 

| 動 し 、 ハ ッ と する 子ども の 世界 に 通じ し る も の が あ 
る 。 「 志 を 柔和 」 に する こと に より 、 種 々  の 困難 に ドド 
打ち 勝ち 良い 仕事 を 追求 し た い 。 

」 エン ター テイ ン メ ント ・ ビ ジネス の 潜在 需要 は 膨 
| 大 で 、 今 後 さ ら に その 客層 を 拡大 し 深く 入り 込ん で | 

いく も の と 思わ れ ま す 。 そ れ は ユー ザー の 「 お も し 
| ろ さ | や 「 楽 しさ] に 対す る 谷 求 に は 、 キ リ が な い 

sj か ら で す 。 家庭 用 ビデ オグ ゲーム 機 の 普及 率 を 目 いっ 
| ば ぱい 伸ばす た め 、 徹 底 し た 低 価 格 の 追求 と 、 ソ フト | 
| の 大 作 主 義 に よる 話題 作り を 通し て 、 新 し い マ ー ケ ト 

ティ ング の あり 方 を 究明 し た い 。 93 
| 人 今 まで 慣れ 親しん て いた も の と は 全く 異な っ た 発 | 
23 

| は 誰 に で も ある も の で ある 。 仕事 に お いて も よく 、 7 
| 発想 の 転換 と いう こと が 言 われ る が 、 そ れ は 実に 難 キビ シイ 年 で し ょ う ね 今 年 も 。93 年 は 技術 的 に も 

し いこ と で 、 と か く 人 か ら 習 っ た こと 、 覚 えた こと " | 生産 管理 面 で も 変 曲 点 の 年 に な る だ ろう と 言っ て き 
を 繰り 返し て 終わ り に し て し まう 。 独創 性 や 付加 価 て 、 ほ と ん と ど と そ うなり まし た 。 今年 は 景気 の 悪さ も 
値 を 生む た め に は 、 絶 え ず 自 分 で 何 か を 考え 、 作 っ さら に 重なっ て 、 当 社 も 例外 で は な いで し ょ う 。 全 

常務 取締 役 生産 統括 本 部 長 

田子 林 七 

@94 年 が 自分 に と っ て 特別 な 年 だ と 

は 考え で いな い 。 大 拭 の こと は 驚か 

な いし 、 人 生 あ り の まま を 受け 入れ る 心境 。 で も 聖 

大 “" 書 子 に な つう だ わけ で は ば 誠 い の で 、" 年 も や 入 一 合 

YS 6 か プル の まあ Me EN 

連 が を 言え こい つの な ら で 上 刀 が 宇 く 辺 に 入 つ て 羊 せ 

に の に た コ ツナ 。 フリン 

し て いる 人 で な けれ ば な ら ず 、 ま た 徹底 し て 他人 か ら テア | 体 が 落ち 込み そう に な る こう ゆう 時 こそ 、 企 業 も 人 

習い 尽く し て くれ る 人 で な けれ ば な ら な い 。 し か し _ も 優劣 の 差 が 明らか に な る も の で す 。 さ ら な る 飛 

躍 、 発 展 の た め の | 体質 改善 ・ 強 化 の 年 」 と すべ く 
| 創意] と 「 誠 意 ] を も っ て 「 努 力 ] し ます 。 

人 | 志 ・ 定 まれ は 気 ・ 盛 ん な り 」 志 は 高けれ ば 高い 

これ が 大 変 難し いこ と で 、 少 し 習い 進む と すぐ 全部 | 
首 い 尽く し た よう に 思い 込ん で し まい 、 結 果 と し て と ィ 

| 新しい 発想 に 結び つか な い 。 新 し い 流 れ や 動き に 対 
応 で きる 総合 を 高め た い 。 ほど いい 。 い か な る 状況 に お か れ て も 常に 目 分 が 思 「 

い 描 く 理想 の 目標 を 揚げ 、 そ の 実現 に 向かっ て ひ た WM 
すら 適 進 す る 。 そ の 気 に な れ ば 何事 も 必ず 実現 され トド 香 』 
る も の だ 。 一度 決心 し た ら 猛 然 と 共 い 起ち 、 前 ・ | 
後 ・ 左 右 ・ 上 下 の 障害 物 は 鉄 脚 で 踏み 散ら すぐ らい | 

『 の 勇気 が 飲 し い 。 8 し ノ 
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取締 役 TOY・ 映 像 事業 部 長 

上 原 宗 吉 。 

念 新 年 あけ まし て お めで と う ご ざ い | 

ます 。 

甘 』「OY 映像 事業 の 新しい 目標 が 鮮明 に 

で て 参り まし た 。 今 まで 迷惑 を か けた 分 、 取 り 戻 し 、 

セガ の 「OY ・ 映像 カル チャ ー の 定着 を は か り ま す 。 

念 部 門 の 売上 倍増 、 本 格 利益 部 門 化 。「OY 部 門 で は 初 の 

| 大 型 、 本 格 コ ン セ プ ト 、PICO の 国内 本 格 定着 、 お よび 

世界 市 場 で の 成功 。 映 像 部 門 は ヒッ ト 作 品 (キャ ラク 

ター 含 ) の 創出 で 全社 を 動か す 基 本 作り を 目標 と し ま 

誠 

る 今 年 は セガ が 真 の 意味 で 企業 力 を 問わ れ ま す 。 当社 

の 社 是 「 創 造 は 生命 ] の 原点 に 戻り 、 各 々  の 自己 啓発 

| と チャ レン ジ 精 神 で 結果 を 出し まし ょ う 。 

取締 役 東日本 営業 事業 本 部 長 
船越 革 

人 で AM 業界 に と つて まさ に 生き 残り 
を か けた 上 厳し い 1 年 と な る で し ょ 

歩 先 行 す る こと を 心掛け て 行く と 共に 大 変 忙 し い 1 

年 と な る と 加わ れ ま す が 、 

だり 奄 うさ で 練 者 たい 。 

念 社員 一 人 ひと り が 有機 的 に 活動 で きる 風土 作り と 

組織 体制 の 確立 。 私 に お いて は 「 か ら だ 」 と | 心 ] 

に 何 か 良 いこ と を する と と も に 、 ゴ ルフ は 95 の 壁 を 

破る こと 。 

全 | 年 の 計 は 元 己 に あり 。 過去 の 目 分 を 振り 返り 、 

目 分 の 将来 像 を 確認 し て 、 1 年 の 目標 を 立て て くだ 

旋 め 疾 本 まる よい ま チャ ルス で 旋 。 

取締 役 戦略 企画 室 
中 川 邦夫 

し い 行 動 に 結び 付け た い 。 

の ある セガ の 地位 を 作り 上 げ る こと 。 

容 ・ 幅 か ざさ を 生み 出し て いた だ きた い 。 

力 を 期待 する 。 

う 。 将来 を 見 すえ な が ら 、 常に 半 ド 

忙中 困 有 "常に 心 は ゆ 

さい 。 上 厳し いと きこ そ 、 人 間 と し て あら ゆる 面 で 能 | 

人 で 94 年 も 世の中 、 お よび セガ を 取り 巻く 

ぬ 、 環境 が 大 きく 変化 する こと が 予想 され [ 

る 。 ご こう し た 中 で 、 変 化 に 対す る 感度 と 洞察 力 を 磨き 、 新 皿 

今 次 世代 機 を 成功 させ 、 国 内 CS 市 場 で 大 き な | 存在 感 ] 

全 仕 事 の 質 (内 容 メ スピ ー ド ) を 高め る こと に よっ て 、 衝 

取締 役 生産 統括 本 部 副 統括 本 部 長 兼 | 
製造 本 部 長 
小野 思 彦 [ 

@1993 年 は 、 ゲ ー ム の 社会 学 的 研 | 
究 に 次 手 し 、 社 会 学 の 教授 と も 

「 ゲー ム 産 業 発展 の 理由 ] に 関す る 私 の 論文 に つい | 

て 話 じ 含 う ぎ と が だ きた ね 994 年 区 、 き 急 に ご 特電 『 
発展 させ 、 異 業種 の 方 々 、 学 界 入 と 、 ゲ グー ム と 
ニュ ー メ ディ ア の 社会 学 的 研究 の ネッ トワ ー ク を 作 
り た いと 考え いる 。 
金 1994 年 は コン シュ ー マ 、AM、 施 設 す べ て の ビジ 
ネス に お いて 、 国 際 化 が 大 きく 進展 する 時 代 に な る 
と 考え られ る 。 私 の 所 管 する 生産 も コン シュ ー マ 、 
AM と も ども 一 層 の 国際 化 を 推進 する と 共に 、 グ 
ロー バル な 生産 の 最適 化 を 追求 し て いく 。 に 
人 ふ ム ビジ ネス の 国際 化 に 対応 し た 自己 研 鏡 を 望む 。 単 | 』 

に 外国 語 に 習熟 する だ け で な く 、 日 本 固有 の 文化 、 | 
日 本 の 歴史 、 日 本 人 の 考え 方 と 外国 人 の 考え 方 | 
( 国 ・ 民 族 に よっ て 違う が ) の 違い な ど ま で 学ぶ 努 | 

取締 役 西日本 営業 事業 本 部 長 

田 副 康夫 

人 で 平成 6 年 、 時 運 占 断 と し て 日 本 国 の 景 

気 は 「 風 天 小 畜 】 と あり 、「 "景気 の 回 

復 に は 和 荷 が 重 す ぎる 、 あ る い は 畜 め られ て 行き 詰まる " 

と し 、 不 況 と 判断 する ] と な っ て お り ま す 。 当面 の 間 は 

明る さ の 見 えな い 状 態 が 続き そう で す が 、AM 施 設 の ビ 

ジ ネ ズ 才 ャ ンス は まだ まだ 帳 先 の 坊 條 皿 換 える ある と 避 よ 

。 本 表 性 が ある だ 思い まま 。 そ の た ぬ に は 、 ま ず 、 自 

分 自身 を 変え る こと 、 す な わ ち 「 チ ェ ン ジ 」 の 精神 で 何 

時 に も チャ レン シ し た いと 思い ます 。 

示 年 4 月 に ほし ハイ テク テー ュー マ / ま この. 届 型 ) の 第 代 号 

で ある AIC を 何 が 何で も 成功 させ 、 全 国 展開 の 礎 え と し 

2 だ 生 いい まう の 作 は た 、 し ト の 上島 り チ セレ ンジ い 廊 し 

潜 、 た 。 

Es キャ セト ルレ ルル 

と 、 海 外 AM 市 場 へ の チャ レン ジ 

3 、 ニ ュー ビジ ネス & ニ ュー マー ケッ ト 創 造 へ の チャ レ 

0 

全社 員 の 皆様 、 明 け ま し て お めで と うつ ござい ます 。 と り 

わけ 、 お 正月 も 休み な く 仕 事 に 精 励 され て いる AM 施設 

の 皆様 に は 、 大 変 ご 苦労 さま で す 。 昨年 度 は 仕事 に 追わ 

れる 毎日 で 、 忌 つく 暇 も な い 状 態 で し た が 、 現 状 を 打破 

する た め に は 信 ま な た 同じ こも を あや る の で は な く 、。 條 分 

自身 を 変え る 努力 を し 、 仕 事 の や り 方 ・ 物 事 の 見 方 を 変 

えて 、 チ ャ レン ジ 精 神 を 大 い に 発 揮 し て くだ さい 。 
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取締 役 H・E 事 業 部 長 

鎌田 第 雄 

久 前 半 : 地道 な 努力 の 積み 重ね と 発 

介 へ の 転換 。 目 分 ) を 限界 以上 に 追い | 

4 詰め る 。 
和 | 後半: 前 半 の 学 が 花 が 咲き 実に な る 。 

通期 : 精神 力 を 支え る 体力 作り 

目標 は た だ ー つ ある の み 。 次 世代 機 | サタ ー ン 」 ss 

lO 1 ユー ザー、 率 者 で 認知 され る こと 。 

| 人 NEVER SAY_ NEVER & READY 1O CHANGE 

取締 役 
アミ ュー ズ メ ント 開発 設計 本 部 長 

倉 澤 申 
人 @ 今 年 は 昨年 以上 に 気力 を 充実 させ 、 

ける 努力 を する 。 

お 。 図 つ を YS 。 

全 年 可 に 当たっ て 、 

人 @ 今 年 は 人 生 の 大 き な 節 目 で ある 満 70 歳 を 迎え 
る 。 小さ いと き は 正月 が 来る と お 年 玉 が 貰え 

」 年 が 増え る と 喜ん で いた が 、 今 は 逆 で ある 。 人 
は 皆 人 生 の 歩み に つれ て 一 里塚 を 残し て ゆく 。 妻 か ら よ く 、 貧困 
な 顔 を し て いる と 警告 され る が 、 顔 の 貧し さ は 心 の 貧し さ に 通 ず 
る も の だ と 知っ て 、 今 年 は 極力 苦虫 を 噛み つが し た 顔 は 抑 えて ゆ 
きた い 。 正 月 の 夢 で 終わ ら な いと よい が 。 
久 改 正 商法 の 志向 に 対処 する た め 定 未 変更 、 監 査 太 準 の 見 直し 、 
監査 役 会 規制 の 制定 な ど や る べき こと は 盛り 沢山 あり 、 改 正 の 本 
質 を よく 理解 し 、 内 外 の 期待 に 応え て ゆき た い 。 監査 役 レ ポー ト 
も その 対象 部 門 を 広げ 経営 の 実像 を 明確 に 掴ん で の コン サル タン 
ト 役 割 を 強化 し て ゆく 。 ま た 、 株 主 の 経営 監視 の 目 が 厳し く な っ 
て きた 時 代 を 迎え 、 取 締 役 の 責任 の 重要 性 の 再 認識 を は か る と 共 
に 、 重 要 条 件 の 審議 状況 な が ど を チェ ッ ク し て ゆく 。 
人 外資 か ら 離 脱し て 満 10 年 第 5 本 館 竣工 の 記念 すべ き 年 で ある 
が 、 同 時 に 大 手 参入 に より 肥 肉 強 食 、 ま さ に サバ イ バ ル の 激動 の 

系 5 時代 を 迎え る 。 こ の 新しい 流れ を 楽 直 に 読み 取り 、 お 客 様 が 

何 を 期待 し 求め て いる か 、 何 が 問題 な の か を 適格 に 探り 出し 、 夢 

と 情熱 を 持ち 続け て 挑戦 し て 欲し い 。 

国内 外 の 企業 と の コン タク ト 、 技 術 的 
ノウ ハウ の 取り 込み 、 アラ イア ンス を 含め 他 企 業 と の 積 
極 的 アプ ロー チ を 図っ て いき た い 。 ま た 、 研 究 開発 担当 
と し て 、 い つま で も 自由 闘 達 な 若 々  し い 気 持ち を 持ち 続 「 

| 94 年 の 最大 の 目標 は 、 ハ イ テ ク テー マ パ ー ク の 立ち 上 
け に ある 。 まだ 、 ニテ デュ マハ パ ハー テン 用 も ラウ クタ ョ ン の 

みな ら ず 、 通 常 の アミ ュー ズ メ ント 機 に つい て も 企画 充 

実に よる 新 製 品 の 供給 力 向 上 、 そ れ に 伴う 設計 部 隊 の 効 

率 化 (CAD 化 ) と 守備 範囲 の 拡大 (SOF「、 デ ザイ ン 分 

今年 や る べき 目標 を 持ち 、、 そ れ に 向 
か つっ て 最大 限 の 努力 を 惜しま な いで くだ さい 。 今 年 も 素 

晴らし い 年 に な る よう 、 お 互い に 頑張 り ま し ょ う 。 

常勤 監査 役 

小林 新吉 

取締 役 経理 本 部 長 

家田 和 忠 
@94 年 は 私 が セガ へ 入社 し て 以来 、 
最も 厳し い 年 に な り そ う で す 。 昨今 

ン 2 トッ クビ アト の の と た し も ば と 

が 盛ん に 言わ れ て いま す 。 ee 
作 誠 に 、 丘 びに 、 こ スポ ー ツ に 人 集 ま ) 析 て す 。 凍 め 

ず | に 頑張 る 所 存 で す 。 
人 93 年 後半 、 藤 本 副 社 長 の ご 指導 の 下 で 、 経 理 社員 制度 
の 導入 ある い は マネ ー ジ メン ト フ ロー の 管理 体制 作り 、 

ジス テム の 見 直 し が だ を 行っ で 本 た が 、 今年 は る 
ら を 充実 させ 、 着 実に 運用 する 年 で す 。 皆 様 に ご 協力 い 
だ だき な が ら 成 果 を 出し た い ど 思い ます 。 
人 2 こ あ わせ 、 自 分 の ある べき 姿 を 展望 

、 器 を 大 きく し て いっ て 欲し いと 思い ます 。 少な く と 
28 ほ 気 の 悪い 暗い 話 が 多い で し ょ 
う 。 こん な と きこ そ 、 ス ポー ツ で 挑戦 する と き の よ うに | 
明る く 、 清 新 間 と し た 気持 ち で 新しい 目標 に チャ レン | 
ジ し て は いか が で し ょ うか 。 

取締 役 N 
コン シュ ー マ ソ フト 研究 開発 本 部 長 | 

重田 守 

@ セ も セガ に 今期 より 入社 させ て いた だ 

き 、 当 初 、 自 分 の 経験 が どこ まで 生 

か 性 、 で 必 まで お 傘 紀 補 ま る の か が 相 

安 も あり まし た が 、 関 連 会 社 の 社長 の 立場 で 会 社 を 見 

0 ANANSy 

と が で きま し た 。 現在 は 、 次 世代 機 の ソフ ト 開 発 、 

フト 開発 基盤 の 整備 等 や る こと が 山 ほ ど あ り 、 0 

ば と いっ た と ころ で す が 、 頑 張っ て 皆さん と 協力 し て 

権 も そい きた いと 思 つ て い 表 まま 。 また 、 自 分 の 経営 
する シム ス 株 式 会 社 も 5 年 目 で 最高 の 業績 を 上 げ る こ 

と も あり 、 大 変 意義 の あっ た 年 で し た 。 

自 分 の モッ トー は | 知行 合 一 | で す 。 ど ん な に 良い 

計画 ・ 全 きも 実行 し な けれ ば 意味 が あり ま 選 

ん 。 具 体 的 に は 次 世代 機 の 成功 、CG ソ フト 開発 体制 の 

イン フラ 整備 、 確 立 等 大 き な 会 社 の 目標 が あり ます ノ 

が 、 今 年 は これ ら の 目標 を 皆 と 一 体 に な っ て 強力 に 推 | 
民 、 実行 す る こと 一 緒 に や れ 天 だ け の ヨコ ミュ ョ ニケ ー 

ショ ン 、 企 業 風 土 を 作っ て いき た いと 考え て いま す 。 

合 一体 と な つて 、 そ の 時 々 の 問題 ! EN 生 1 

端 社員 まで みん な が 自分 の 仕事 、 役 割 は 何 か を し っ か 

りつ か ん で 意識 し て も ら う 。 ma は 、 指 示す る だ け 

で な く 、 効 果 の 上 が る 仕事 を 考え 、 単 に 口先 が うま く ト 

て も 効果 が 上 が る 対策 を 考え な い 管 理 職 で は 、 下 は つ | 

いて こない 。 こ うい う 土 壌 の ある 会 社 が よい 会 社 だ と 

思い ます 。 最 近 、 教 育 と 社風 の 大 事 さ を 改め て 感じ て 

し 9 示す 
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一 日 も 早 仕事 の 要領 を 党 え た いと 財 いい ます 。 
「 (ノー 仕 天 規 ず ) 

朗 酒 ・ 節 食 ・ 節 煙 。 こ れ が 私 の 年 男 を 迎え る に 当たっ 
で の 次 エ の 飼い 拘 仙 で ま 。 次 元 の 高い 目標 は SR 208 o 

(広報 企画 室 ・ 清 水 敬 博 ) 

文 今年 は 成年 で すえ 。 関 係 な いで す が 、 昔 ハー モニ ー 

に 出し た 獲 で す が 、 最 近 母 が ドブ の 中 に いる の を 見 
た そう で す 。 _ (総務 部 ・ 雑貨 亜紀 子 ) 

凛 2 回目 の 成年 を 迎え 、 3 回 目 の 成 年 まで に は 、 絶 対 
娠 に 行く ワン | | 

( CS 生産 計画 部 ・ 近藤 幸 恵 ) 

福 夢 と 希望 を 一 杯 胸 に 秘め て 新しい プロ グラ ム を 実践 
し て いく スタ トラ イン で す 。 セ イン ン 人 年 本 24 才 を 
迎え て 。 ( 知 的 財産 権 部 ・ 佐 藤 徹 ) 

昔 よ り 、 嫌 いい 人 な も の が 増え まし た 。 そ の か わり 、 大 

切 に し た いこ と が 増え まし た 。 

(第 三 コ ン シ ュ ー マ 研 究 開発 部 ・ 浜田 向 子 ) 

之 あ け ま し て お めで と うこ さい ます 。 年 女 と 言わ れ て 
も … 実 感 が あり ませ ん が と りあ えす 今年 も お 世話 に 
な り ま す 。 (AM 施設 ・ 常 広 営業 所 ・ 佐藤 聖 ) 

福来 年 は な ん と 24 才 。 ア イド ル も 素敵 な 女性 に 変身 す 
る よう が ん け リ ます 。 

(第 三 ア ミュ ー ズ メン ト 研 究 開発 部 ・ 早 坂 和 子 ) 

交 今 、 前 だ けし か 見 れ な い 猿 同然 の 目 分 に 気付 いた 。 
これ か ら は 本 質 を 見 抜く 判断 力 と 冷静 な 行動 の と れ 
る 人 間 に な り た い 。 

(第 万 アミ ュー ズ メ ント 研究 開発 部 ・ 藤 本 征 ) 

福 年 ボ ー ナ ス ・ 年 男 特別 手当 ・ 年 田 休 暇 ・ 年 男 特別 
告 財 っ ん りこ つく らし いあ っ (て も … いい よ な 
ぁ  「。 (CS 生産 計画 部 ・ 藤 木 周平 ) 

巡 体 力 の 衰え と 戦い な が ら 、 知 力 を 高め 気力 を 充実 さ 
良い 年 と ん る よう 訓 張 り た いと 思い ます 。 で も 年 
は と り た く な いな ぁ ! 

(情報 シス テム 部 ・ 間 仁田 昇 ) 

ん 恋人 募集 中 な ん だ 。 見 か けり た ら 気 軽 に 声 か け て ね 。 
| カン ソン オ ちょ ん | - て Il 

(国内 販売 部 ・ 磯野 大 介 ) 

1 
で 人 な つっ と て くい 動物 と し て 知ら れ て いま す 。 
どん 人 ちな の て し 」 う )。 
ワン 大 集合 1 

ST? 
禄 仕事 & 私 事 が 、 山 積み の 一 年 に な り そ う で す が 、 

し 0 、 ん と スピ ヒン タッ ソン ュ を キメ て 〈 素 り 直 えん よう 
と 思い ます 。 (ソフ トワ ウェ ア 技 術 開発 部 瀬上 純 ) 

福 仕 事 に 余裕 が 出 て き て 、 本 当 の パワ ー を 発揮 出来 る 
仕事 が 見 えて きた 。 年 女 の 私 は 必ず この 仕事 を 獲得 
する 。 (T OY 企 画 開発 部 ・ 高 橋 趣 ) 

4 回 目 の 年 男 。 過 ぎ て し まえ ば 、 あ っ と いう 間 だ っ 

た 。 こ れ か ら も さら に ガン バリ た いい 。 全 重 も 遊び も 

人 生 も ! ! 

(第 皿 ア ミュ ー ズ メン ト 研 究 開発 部 ・ 加 藤 芳 則 ) 

2 ソン し に バト フラ 

私 達 も ちよ ネッ 藤井 

(HE 事業 部 ・ 深 沢 洋子 ) 

六 犬 と 言え は 、 ハ チ 公 、 ラ ソン ーー、 

ッ ン ュ 。 みん ん 由実 な の よれ 。 

さん 2?2 1 

ん あっ と いう 間 に 29 年 が 過ぎ て し まっ た 気 が す る 。 こ 

れ か ら は 自分 で 目標 を 立て て 、 まま Cg っ 上 う 
(製造 部 ・ 恩 田 順一 ) 

文 ス トレ ス 、 ビ ピー ル で ふく れ た お 腹 … わ し に 必要 な の 

は 犬 印 | 妊婦 帯 ] か の ぉ ー。 
( TOY 事業 部 ・ 坂 本 健治 ) 

メス ピッ ノノ ソノ 、 ドー ベル マン 、 タ ノッ クス 。 大 に も いろ い 

ろ あ り ま す が 私 は 女の子 に 好 か れる シベ リア ン ハ ス 

キー に な り た い 。 (第 二 購 買 部 ・ 滝 口 明彦 ) 

今 年 は 年 協 で ある 。 燃え る 男 の 私 と し て は 、 と りあ 

えす 燃え る こと に する 。 だ ぁ ゅ ゅ ぁ | 終り 。 
(第 二 コ ン シ ュ ー マ 研 究 開発 部 ・ 加 藤 紀 人 ) 

文 と うと う 来 て し まっ た 2 回 目 の 年 女 …。 
に も 大 人 に な る 様 労 力 し た い 。 

(第 皿 アミ ュー ズ メ ント 研究 開発 部 ・ 丸 山 明 恵 ) 

今年 は 精神 的 

犬 が 歩け ば 沢山 の 棒 に 当たる 。 そ れ を タタ キ 折 り 、 
早く 一 人 前 に な れる よう 、 今 年 も 頑張 り た いと 思い 

ます 。 (RPG 制 作 部 ・ 岡 田谷 弥栄 子 ) 

六 ク リス マス ・ イ ブ 、 年 末年 始 の アル バイ ト 不 足 で 無 

事 年 を 越せ る か 心配 で 、 自 分 の 年 の こと な ん か 忘れ 
て まし た 。 (AM 施設 ・ 東京 地区 ・ 宇 島 陽子) 

放 成 年 に な り 、 私 も 24 歳 に な る 。 今 は まだ 未熟 も の だ 
が 、 信人 慎 男 4 月 える ころ きっ と こい い 男 に ケー て 

いる は ず ! ! (CS 生産 計画 部 ・ 三田 博昭 ) 

広 あ っ と いう 間 に 24 才 。36 才 まで に は 素敵 な ウー マン 
に な り た いな 。 (国内 販売 部 ・ 加 短 修 
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畜 毎 日 元気 に 過ごし て いま す が 、 困 っ た こと に 本 人 は 
年 男 も 、 間 近い 還暦 も 、 ほ と ん ど 意 識 し て いな いこ 

と で す 。 ( 商品 セン ター ・ 森 和美 ) 

気が付く と 24 過 の 年 女 に が (し まっ た 。 と いう こ 

と は 次 に 気が付け ば きっ と 36 歳 の 年 女 に な っ て る だ 
の ]。 ( TOY 事業 部 ・ 関 西 ・ 清 宮中 子 ) 

新年 用 け ま し て お の り で た うこ と よい ます 。、 今年 12 割 
増し 良く な る よう に が ん ぼり た いと 思い ます 、。 

(CS ハー ドウ ェ ア 研 究 開発 部 ・ 中尾 健吾 ) 

壇 今 年 は アジ ア 元 年 。 中 国 、 イ ンド も 射程 距離 に 入っ 
て きた 。 鼻 を 利 か せ 耳 を 立て て ピン ネス チャ ンス を 

2 う て 。 (海外 コン シュ ー マ 事 業 本 部 ・ 川 本 晴 幸 ) 

巡 私 に と っ て 、 平 成 6 年 は また 新しい 人 生 の 出発 点 と 
し 、 人 生日 々 冒険 で ある よう に 、 つ ね に 前 進 し た い 

も の で す 。 (AM 施設 ・ 西 関東 地区 ・ 小 山 先 奴 ) 

リラ 1 1 生計 SKIN NORI ま 
い の で 少し は 落ち 着 こ う か な ・ 

れ われ ひ し 上) し し (し また し し 思い し まま 3 

(AM 品質 管理 部 ・ 三 上 洋一 郎 ) 

広 初 め て 成年 だ と 分 か っ た と き 、 蛇 で は な く て 良かっ 

た と 思っ た 。 僕 も 今年 は 宝 を 握り 当て た いと 思う 

最 近 「 も う 、 い い 年 だ ね 。」| と 言 れ 人 
た 。24 歳 は 「 い い 年 」 な の だ ろう か … 

(人 事 教 育 川本 和美 ) 

補 前 回 年 女 だ っ た 時 は 小学 生 だ っ た 。 時 の 流れ っ て 本 

当 | 早い 、 き っ と 火 回 年 女 みる 日 も て う 遠 く な い 

夫 る 0 納品 セン ター・ 剛 本 開 

双 人 社 し て 9 カ月 。 本当 に 早かっ た 。 こ れ か し 

お も し ろ い 事 が 待っ と ん * 
、 (AM 施設 ・ 中 部 地区 ・ 秋 山陽) 3 

福 泣 いた り 笑 っ た り の 23 年 間 、 後 悔 す る こと の な いよ 

うに 3 匹 目 の 犬 に 会 うま で に 違う 自分 を 見 つけ た い 。 

Lo 種 山 文 ) 

祥 浄 化 さ れ て ゆく 魂 が 、 妙 な 加 各 の つい た 日 0 

中 で 、 砂漠 に 映る 神格 化 さ れ 分 の に 薄 
め て の < く 。 

DU 下村 一 誠 

(AM 機器 打 本 部 [ 理 ) 

巡 年 男 だ か ら と いっ て 特に あり ませ ん が 、 自分 を 見 欠 

(開発 業務 部 ・ ジ ェ イム ス スパ ー 5 の 7 

5 れる よう に な っ 

っ か ? と に ヵ 間 議論 の 

今年 の エト は 成 。 犬 は 私 た ち に と っ て 、 身 近 
で は 、 そ の 成年 の 人 た ち は 

年 男 ・ 年 女 ワ ン 

丸 た っ た 1 年 し か 経っ て いな い の に も 210 年 も 盾 座っ て 

CS Se 人 

れ ね | 

反 顔 、 身 体 は 旨 で ーー 、 。 
か し 美しく 

近 最 も 身近 な 所 で 、 自 分 自身 の 長所 と 短所 を 見 極め 、 
社会 に お いて 進化 活躍 で きる 年 男 で あり た いと 思い 

ます 。 (パー ソル セン ター 入 末 ー 

反 | 骨 を くわ えた 犬 は 池 に 映っ た 自分 の 姿 を 見 て そい 

つの 上 財 も ほ し 〈 く な リリ と ほえ 2 まし た 。 | 

(第 ニコ ン ン ュー マ 全 究 開発 部 花田 貞 理 ず / 

- 広 「 す る と 、 自 分 の くわ えて いた 骨 ま で 落と し て し ま 
っ た の で す 。Bul 私 補 ほ は 二 本 と も 手 に 人 れ て みせ る 

_「」 イソ ッ プ 童話 より ? 
(TOY 事 業 部 ・ 山 崎 純 ) 

反 当 年 に と っ て 36 歳 、12 年 取れ ば 24 歳 。 気 持ち と 体力 
は 24 歳 ! 今年 も 年 中 Surfing ! BAGUUS ! 

( CS 生産 計画 部 ・ 三好 稚 仁 ) 

あぁ ー、 ま た 成年 が まき (て し まっ た 。 り DU 

っ た ら 年 な ん て 関係 な い 。 い つも 元気 で が ん ば る だ 

ワン 。 3 回 目 。 (AM 施設 ・ 札 幌 支店 ・ 小松 因 子 ) 

XX 年 謙 か のか ぁ すう わ ( どす 9 すい うう 年 も で る っ き 

し で し 』」 で や HU ちり 1 4 ) | | / 「 

(第 _ コ ノン 」 ママ 央 欠 開 発 名 衣 邊 当 

区 ATC・ 新 山下 テー マ パ ー ク オー プン を 控え 、 仕 事 に 
遊び に は りき る ATP 事 業 部 の 一 員 と し て 今年 も 頑張 
り ま す 。 (アミ ュー ズ メ ント テー マ パ リーク 事業 部 名 木 時 了 

文 仕事 に は 常に 挑戦 的 で あり た い 。 仕事 以外 で は 明 い 

者 の 味方 で あり た い 。 

(コン シュ ー マ 製 品 設 計 本 部 ・ 池 内 敬 明 ) 

の あの 2 の 生生 ア ン に 6 ピン イク イイ ツリ トド も サイ タク クシ ンー 
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自動 車 約 15 分 、 較 共 隊 旨 つり 
地下 鉄 約 30 分 0 ni 議 殺 較 蘭 いい 
自動 車 ・ 阪 神 高速 滴 岸 線 | ーー 寺 て よ 

空港 | 約 30 分 (1994 年 開通 予定 ) 一 * ト 呈 識 丘 請 導 | お い 
_ 際 空港 | 自動 車 約 30 分 8 題 2 が よ 
化学 術 | 和 下 閑 ノ 私 鉄 約 60 分 エキ TT エ コヤマ ヤ サ 「 で DO 0 い り 今 才 市 : 1 | sy 。 

9 す に 

' 所 在 地 人 神奈 川 県 横 浜中 区 新山 下町 1 丁目 

出店 に 際 し セガ が 初め て デベ ロッ プ 業 務 も 行っ て 展開 する 施設 は 、 元 町 ・ 中 華 

街 を 有する 関内 ・ 山 下町 地区 、 良 好 な 環境 の 住宅 地 で ある 山手 ・ 新 本 牧 地区 に 周 

辺 を 囲ま れ 、 交通 に お いて も ベイ プリ ッ ジ 開通 に 始ま り H 6 年 度 に は 首都 高 沙 

線 と 直結 、H10 年 に は 地下 鉄 新 駅 が 元町 付近 に 開設 予定 と も いう まさ に 最高 の 立 

地 条 件 の 中 、 1 号 店 と し て 7 月 (予定 ) に オー プン し ます 。 

大 阪 同様 、 大 型 ア トラ クシ ョ ン な ど で 楽 し め る の は も ちろ ん で すず ガ が 特徴 的 な の 

< べべ | は 建物 自体 を 企画 ・ 立 案 し 建設 する こと 、 セ ガ の 敷地 内 に さま ざま な 飲食 店 ・ 物 

1 販 店 が 純一 コン セプト の も と 展開 する こと で す 。 
ン | 観光 ・ デ ー ト コー ス で ある 横浜 の 港 の 景観 ・ 異 国情 緒 あ ふれ る 街 並 に マッ チ し 

生ま NAT も 休 
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所 在 地 人 大阪 市 住之江 区 南港 北 2 丁目 人 

セガ 初 の テー マ バ パー ク の 実験 店 と し て 、 大 阪 の 流通 機能 を 強化 する 官 主導 型 の プロ ジェ クト と し て 戦後 最 

も 大 きい 事業 で ある "ATC (アジ ア 太 平 洋 ト レー ド セ ン ター) " 内 に 今年 4 月 中 旬 、 オ ー プ ン し ます 。 

新 展 開 で ある 、 "ハイ テク テー マ パ ー ク 構想 " の 先 也 と し て 、 こ れ ま で に 全国 で 手掛け て きた 運営 ノウ ハ 

ウ の 応用 、 大 型 ア トラ クシ ョ ン な ど 、 イン タラ クティ ブ な 遊び を 数 多く 揃え た 全く 新しい 魅力 的 な 施設 で す 。 

AT C (アジ ア 太 平 洋 ト レー ド セ ン ター) 
宿泊 好 設 
(計画 中 ) 

日 
『 
ま 
ま 

チア 

wss ーー 
ak 

マ / Si 当 。 ソ 
NN の RS 

ン b げた N) ゃ . = < RA きく 。 
ト NN 、 

ー ae 
9 

< SS 5 

4 へ 、 さ や 

較 ンー る いさ EE は 
* 

0 

ーー まで ご 光 る ③ 叶 時 で ざき 翌 
9 へ WS ざき / 臣 回 徐 。 は て 妊 で 
mn 

( 殿 河 押せ G ロ テ ) 

ざき 位 放し ざ 1 還 当 ・ 民 本 時 8 語 久吉 叶 へ で 蘭 づ た 喧 弟 
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ー 国内 販売 部 ・ 広 島 営 業 所 小川 麗 
法律 で は 、 満 20 歳 か ら は 「 成 人 | と 決 

め ら れ て いる けれ ど 、 私 の 場合 、18 歳 か 
ら 一 人 暮らし を 初め た の で 20 歳 に な っ た 
か ら と いっ て 特別 な 実感 は あり ませ ん 。 

た だ 、 こ れ か ら は 両親 に 迷惑 や 心配 を か けず 
に 過ごし て いけ た らい いな と 思っ て いま す 。 「 親 
孝行 し た い 時 に は 親 は な し | と 、 よ く 言 うけ れ 
ど 、 私 は 今 ま で に いろ いろ な 面 で 後悔 を し て きた 
の で 、 こ れ だ け は 、 後 悔し た く あ り ま せん 。 

1 を 
ま 
2 

cccoe Me 
2 NR 1 

は いっ ぱい あり ます 。 私 が ずっ と 前 か ら 思 っ て い 
る の か ら 言 っ て いく と 、 自 分 の お 店 を 持ち た いと 
いう こと で す 。 自 分 の 好き な こと を し て お 金儲け 
が で きる の だ か ら 、 絶 対 苦 に な ら な いと 思い ま 
す 。 あ と 、 こ の まま ずっ と 病気 を せ ず 、 健 康 で い 
られ た らい いな と 思い ます 。 そ の Partner と いつ ま 
で も 、 何 歳 に な っ て も 仲良 く 暮 らし て いき た いで 
す 。 よ く お じ いさ ん と お ば あさ ん が 仲良 く 一 緒 に 
歩い て いる 場面 を 見 る けど 、 な ん だ か いい な ぁ と 

2 2 

私 の これ か ら の 人 生 は 、 ま だ 誰 も 分 か り ま せ 
ん 。 私 は 1 日 1 日 を 大 切 に 過ごし て いけ ば 、 き っ 
と 明る い 未 来 が ある と 思い ます 。 
私 は 未来 の こと を 考え る と わく わく し ます 。 夢 

思っ て いま す 。 
夢 は まだ まだ ある けれ ど 、 で きる だ け 実 現 で き 

れ ば いい と 思っ て いま す 。 い つま で も 夢 を 持ち 続 
け て い 計 た いで す 。 

0 82028283 折 32933 ペペ ペペ 

| 強 動 な 精神 力 』 oo 

支店 ” ”” 角 真 13 つの 把 負 』 製造 部 ・ 資 材 管理 課 
室 野 寺 治 

私 の 抱負 は 、3 つ あ り 
ニー ルー ー つ 目 け 、 仕事 の 

ここ て 2 。 私 は 今 年 の 5 

月 に 入社 し て 、 半 年 が 過ぎ て 
、 いる と いう の に 自分 で は 全く 努力 せ 
。 ず 、 先 輩 達 の 力 に 頼っ て し まい 、 仕 事 
、 の 半分 も 覚え て いな い の で す 。 成 人 式 
、 を 迎え る 今 、 心 を 入れ 替え て 自分 が 受 
トコ の 生還 こら と いき と で 
1 、 明 用 し た いと 思っ て いま す 。 

~ そ し て 2 っ 目 は 、 家族 の こと で す 。 
10 月 の 未 に 結婚 式 を 挙げ 、 夫 婦 仲 よく 
(?) 暮らし て いる の で す が 、 2 人 共 

、 若い が 故に 、 社 会 的 な こと や 経済 的 な 
* こと な ど 何 も わか ら ず 、 苦 労 し て いる 
, 吾 日 で す 。 こ れ か ら 先 、 ラ より も っ と 
、 苦し いと き が 来る か も し れ ま せん が 、 
、 温か い 家 庭 を 築き あげ た いと 思っ て い 
| ます 

私 が 20 歳 を 迎え る に 当たっ て の 抱負 | 
は 、 自 己 を 磨く こと で す 。 そ の た め に 

自分 は 何 を すべ きか 考え て み ま し た 。 
。 まず 、 考 え 方 を 変え る こと 。 今 ま で の 楽観 
的 な 考え で な く 、 何 事 に 対し て も 自分 を 厳し く 見 つ 

め 、 失 敗 し て も それ を 素直 に 振り 返る 謙虚 さ を 持 ち た 
いと 思い ます 。 考え を 変え る と いう の は な か な か 大 変 

て す 。 
次 に 知識 の 幅 を 広げ る こと 。 仕事 に 関係 する こと は 

も ちろ ん で す が 、 そ れ 以 外 の 様々 な 分 野 の 知識 を 吸収 
し て 、 こ れ か ら の 生活 に 応用 し て いき た いで す 。 
最後 は 、 自 分 の 目標 を 決め 、 そ れ に 向かっ て 努力 す 

る こと 。 ど ん な に 小さ な 目標 で あっ て み 、 自 分 の 可能 
性 を 信じ て 頑張 れ ば 、 た と え 目 標 を 達成 で き な か っ た 
と し て も 、 確 実に 自分 を 磨き 、 ま た 次 の 目標 に 立ち 向 
/ え る で と 思い ます 。 
以上 、 い ろ い ろ と 書い て きま し た が 、 一 番 大 事 な の 

は これ ら の こと を 最後 まで 続け る 強 勤 な 精神 力 で し ょ 

っ う 。 う まく いか な いか ら と すぐ 納 之 し て し まっ て は 、 
今 ま で の 努力 が 水の泡 と な り 、 自 己 を 磨く どこ ろ で は 
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、 な く な っ て し まい ます 。 こ の 強 勤 な 精神 力 が 今 の 自分 1 
| に は 不足 し て いる の で 、 こ れ を 鍛え る こと が 最 重要 課 ] まで 10 人 6 の 前 は いか ら 」 と! 
, 題 と な り ま す 。 いう 言葉 で いろ いろ と ご ま か し 、 責任 

時 間 は か か る と 思い ます が 、 少 し ずつ 実行 し て いき : か いら 逃げ て きま し た が 、 こ れ か ら は も の 

0 SD | う 、 通 用 し な いと 思い ます 。 成人 し た 
こと を 自覚 し 、 自 分 の 行動 に は 責任 を 
振 っ て いき た いと 四 い ます 。 

2 | ー menw (シシー 
この 

( [成人 を 迎え る に あたっ て 

AM 施設 九州 第 二 地 区 濱田 幸治 

私 が 成人 を 迎え る に あたり 、 今 ? 
実施 、 実 践 し て いこ うと 思う こと は 
色々 あり ます が 、 特 に 2 つの 項目 に つ 
いて 力 を 入れ た いと 思い ます 。 

] ー つ は 仕事 に つい て で す が 、 こ れ は 今 
まで 通り の マニ ュ ア ル に 沿っ た 店 舗 運営 を 行っ て 
いく こと に 、 自 分 の 短い 経験 か ら 産 み 出 され る ア 
イデ ア を プラ ス し て 、 基 本 を 応用 し た 自分 の オリ 
ジ ナ ル テ ク ニッ ク を 身 に 付け られ る よう に 日 々 創 
意 工夫 を 続け て いる 所 存 で す 。 
そし て 、 も う 一 つの 遊び に つい て は 、20 歳 か ら 

解禁 に な る も の が 多く 、 酒 、 タ バ コ 、 ギ ャ ンプ 
0 
わけ で す が 、「 何 事 も 最初 が 肝心 」 | 初心 忘れ つの カン シン を 持っ て 、 ララ か ら 李 える 長く 短い 青 

べから ず 」 と 言 う 言 入 が ある の で 全て の 導 び に つ 年 時 代 を 遵 進 し た いと 思い ます 。 
央 ヤヤ oo 
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いて 基本 の |「 型 ]」 か ら 入 っ て いき 、 独 自 の テク 
ニッ ク を 駆使 し て 攻略 し 、 わ か ら な いこ と に 関し 
て は 諸 先 理 方 の 意見 な ど を 参考 に し て 、 有 再度 の 見 
直し を 行い 、 もう一度 実行 する チャ レン ジャ ー ) 
の 、 初 心 を 常に 念頭 に お き 、 et 
す 、 

の 一 二 生 、 0 生 の うち 最も 楽し い 、 

だ ろう と 予想 され る 時 間 な の で 、 何 か を 立案 、 企 

画す る と き で も 「 少 年 の 好奇 心 」 と は 少し 違っ た 
角度 か ら の 視点 、 い わ ば 「 大 人 の 視点 ] で 物事 を 
と ら え る 「 社会 的 な 感心 」 を 持つ こと と 共に 、 ふ 
と し た 事柄 に も 気付 き 、 感 じ ら れ る 「 感 心 」 の 2 



2 、  。 ーー 一 Co 

20 歳 の 重み 』 
生産 管理 部 志田 幸恵 

成人 式 を 迎え 、 大 人 の 仲間 入り を 今 ス ター ト し た ば か り の 私 に 急 に 何 が で きる 
する この 年 に 結婚 する こと を 決め ま 訳 も な く 、 ま ず は 失敗 の 繰り 返し だ と 思い ま 
し た 。 私 に と っ て この 1 年 は 忘れ ら す 。 そ の 繰り 返し の 中 で 少し ずつ つ 成 長 を し て 、 

れ な い 年 に な る と 思い ます 。 洪 然 と し た いつ カ 可 泊 と は 言わ れ な く て も 大 人 に な っ た ね 

未来 に は 不安 ば か り で 、 こ れ か ら を ゆっ く と 認め て も ら え た ら そ れ で 十分 で は な いで し ょ 
.、 り と 考え る 余裕 が 私 に は まだ あり ませ ん 。 大 人 。 うか 。 そ う は 言っ て も や っ ぱり すべ て は これ か 
:。 に な る と いう こと が どう いう こと な の か 、 守 ら ら で 20 歳 と な る この 年 の 重み に 今 か らく じ け そ 
、 れ る 側 に な る の が どれ だ け 大 変 な こと な の か 、 う で す 。 で も 私 に は それ を 一 緒 に 乗り 越え て く 
- 気持 ち が 焦 る ば か り で 自分 自身 が つい て きま せ れる 人 と 、 助 け て くれ る 先輩 や は げ ま し あえ る : 
) ん 。 こ の 大 事 な と き に た だ 立ち 尽く す ば か り の 友達 が いま す 。 そ ん な 中 、 マ イベ ー ス で これ か 』 
自分 が も どか し く て 、 腹 の 立つ 時 も あり まし た ら を 頑張 っ て いき た いと 思い ます 。 

それ も 当然 な の か も し れ ま せん 。 Ta 

の 
AM 施設 関西 地区 
津 国 真 本 

20 歳 それ は 、 新 た な 
る スタ ー ト で て あり 、 自 分 と 』 

に いう も の を 見 つめ な お す に | 
0 は と て も いい 時 期 だ と 思う 。 物 

20 最 と き 読み 方 を 置き 換え る と 、 深 い 意味 
の よう に 感じ る 。 ど ん な 人 で も 、20 歳 に ! 
な れ ば な に か 重い も の を 感じ る だ ろう 。 

_ 私 も 今 、 そ の な に か 重い も の を ひし ひし 』 
3 と 感じ て いま す 。 そ れ は 自覚 で あり 、 責 』 
任 で も あり 、 希 望 の よう で も あり ます 。 

、 書い て いる こと は 変 で す が 、 私 は そう い 
| う 感じ が し ます 。 歩み 続け まし ょ う 。 

1 

今 の 幸せ 」 ! 
建設 部 関根 科 ず 

20 歳 の 抱負 と いわ れ 、 自 分 で 
/ も も う 20 歳 な ん だ と 思い な が ら 

も 、 今 一 つ 実 感 が 湧か な い 。 そ れ 
に 抱負 な ん て 考え る ほど 、 こ こ 2 年 

】 間 心 に 余裕 が な か っ た よう な 気 が し ま 
す 。 あ えて 言う な ら 、 ス ポー ツ を 始め る くら い 
| し か 思い つき ませ ん で し た 。 ス ポー ツ と 言え ば 
4 中学 あて 水流 、 中 学 か ら は け リ イ ク リン グ 、 て な 

合 で 運動 を や っ て いた わけ な の で すけ れ ど 、 

NN 

NM 

『 我 人 生 の 時 
AM 施設 西 関東 地区 杉田 政行 

お か げ さ まで 、 私 も 20 歳 を 迎え る こ 
と が で き 、 大 変ら れ し く 思っ て いま す 。 
無事 成人 に な れ た の は 陰 で 私 を 支え て く 

だ さっ た セガ の 方 々 、 い ろ い ろ な 友人 、 
そし て 家庭 の お か げ だ と 実感 し て お り ま す 。 

、 新 め て 厚く お 礼 申し 上 げ ま す 。 
3 さて 、 皆 さん は 、20 年 間 と いう と き を 一 言 で 言っ 
て し まい ます が 、 何 日 、 何 時 間 、 何 分 、 何 秒 生 きた か 
| 考え た こと が あり ます か ? 日 で 7304 日 、 時 間 で 
1175296 時 間 、 分 で 10517760 分 、 てすと 
. 631065600 秒 生き た 事 に な り ま す 。 こ れ を 見 る と 、 
- 1 日 1 時 間 1 分 1 秒 と いう 時 間 が どれ だ け 大 切 か わか 
る で し ょ うか 私 は 今 まで 何 条 な く 生き て きま し た 
. し か し 今 、20 歳 に な っ て 一 つの 壁 を 越え な けれ ば な 
| ら な いと 思い ます 。 そ れ は 社会 抽 任 を 背負 うこ と な 
. の で す が 、 あ くま で も 自分 は 自分 で あり 、 あ り の まま 
- の 自分 で 生き て 生き た いと 思い ます 。 道標 も な い 1 本 
DD EE 。 これから その 道 の 中 で 、 出 会 
う 人 は 仲よく し て ね 。 我 人 生 の 時 は 、 今 、 ま さ に 始 
| まっ た ば か り で ある 。 これ か ら 先 、 きっ と いつ か 輝く 
. 舞台 へ 登る た め に 、 恥 じ る こと の な いよ うな 人 を 目指 
1 1 日 、 1 時 間 、 1 分 、 1 秒 を 大 切 に 頑張 っ て 生き 
て いき た いと 思い ます 。 

、 と か な ん と か 言っ ちゃ っ て 、 ま た 今 ま で と 同じ 生活 
1 に な っ ちゃ う の か な ? 

NO ーー 

の 

社会 人 に な っ て 運動 量 も だ いぶ 減っ て し まい ま 
し た 。 だ か ら 20 歳 を いい 機会 に 、 水 泳 を また 始 
了 テニ ス と か あま りや っ た こと の な い ス 

、 最後 に AM 施設 T 地 区 S 営 業 所 HL ST 店 の T ー ツ に チャ レン ジ し て みよ うと 考え て いま 、 
| M さ ん に ズー ー ム イン | | 1 スポ ー ツ を し て 、 SMO な お か つ 

1 _ 話 じゃ な いで すか 。 

| 新た な 責任 感 と 希望 | 1 」 を 見 つけ だ すご と で す 。 「 ど ん な に 吾 細 が 

第 一 購 貢 部 小山 奈緒 子 

MTT の 2 和 NM 2 SAY: 

が ON 

mew KRC MCA ーー Pe 
て -15a Nd が な 

いま 

2 

こと で も いい か ら 、 いつ で も 小さ な 幸せ を 感じ 

4 と っ て 一 一 番 大 切な ん じゃ な いか 」 と 思い 、 し 
今年 で 20 歳 に な り まし た 。20 歳 に な つっ | で も 近づこ うと 努力 し て いく つも り で す 。 そ れ 

た か ら と いっ て 、 特 別 自分 に で きる こと 3 に は 、 も う 少 し 心 に ゆとり を 持っ て 、 も う 少 
は 何 も あ り ま せん が 、 新 た な 責任 感 と 希望 4 し 、 人 と や さき し く 接 し て いか な く て は と 、 自 分 

が 沸い て きま す 。 こ れ を 機 に 今後 、 後 悔 だ 。 。 な り に あれ これ と 考え て いま す 。 仕事 に 関し て 
け は し な いよ うに 、 興 味 ある 色々 な こと へ 挑戦 # も 同じ こと で す 。 | これ を や っ た ら 舞 する |」 と 【 

し て 、 何事 も 前 向き に 進ん で いき た いと 思い ます 。 か 、「 こ の 仕事 は 嫌い だ か ら や り た く な い 」| と 
※ いつ も ご 迷惑 と を お 掛け し 、 引 っ 張っ て くだ さる | 時 わ ず に 、 いつ も 自分 に と っ て プラ ス に な っ て  . 
まわ り の 方 々  に 深く 感謝 し つつ 、 仕 事 や その 他 あ ら いる こと を 忘れ な いで 、 常 に 前 向き な 姿勢 で 、 
1 2 DI 近 CFG CFM た | これ か ら も 仕事 に 取り 組ん で いき た いと 思い ま も 
) いで す 。 1 す の で 、 よ ろ し く ご 指導 お 願い し ます 。 
ーーーー ーーーーーー っ 2 1 
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本 題 に 入る 前 に 、 前 号 で 定額 貯金 に 関 
も て | な ザ 申 矯 に 分 け て 香 け る の が な] 
と いう 質問 が あり まし た の で 、 褒 明 し ま 

導 
定額 貯金 は 1.000 円 、5.000 円 、 1 万 

円 、5 万 円 、10 万 円 、50 万 円 、100 万 

円 、300 万 円 を それぞれ 一 口 と し て 設定 

し 摂れ で きま すめ で 、 こ の メサ ッ キ を 
活用 し な い 手 は あり ませ ん 。 で は 、 ご この 

ご と を 次 の ケー ュー ス で 考え て み ま じ よう 。 

《 ケ ー ス )》 
50 万 円 を 2 年 間 預 け 入 れる 予定 で 、 定 

額 貯金 に 加入 し まし た が 、3 ヵ月 後に 盲 

腸 で 入院 し 、 入 院 費 の 20 万 円 を 支払 うた 
め 、 こ の 貯金 を 解約 し な けれ ば な ら な く 

な り ま し た 。 

この よう な ケー ス で 流動 性 預金 を 確保 

し て いな い 場 合 は 、20 万 円 を 描出 する た 

め に 解約 も 止む を 得 ま せん が 、 加 入 時 点 
で 解約 の こと も 想定 し て いた か が 問題 と 
な り ま す 。 
1 、 50 万 円 を 1 口 と し て 加入 
2 介 彩 円 夫 5 電 ) あ し て 加入 
1 と 2 は 預金 総額 と し て は 同じ で す が 、 
内 容 が 大 きく 違い ます 。 つま り 、 1 は 引 

出し 可能 な 6 ヵ月 を 満た し て いな いた 

め 、 解 約 に より 50 万 円 に 通常 財 金 金利 が 
加算 され る だ け で す 。 

一 方 の 2 は 、 解約 と な る 20 万 円 に 対し 
て は 通常 財 金 金利 が 加算 され る も の の 、 
残り の 30 万 円 は 継続 し て いる た め 、 加 人 

時 の 定額 貯金 金利 が 適用 され 、 解 約 に よ 
る リス ク を 回 避 で きる こと に な り ま す 。 
また 、 ご これ 以外 に も 小口 低額 化し て 口 

数 を 多く する こと は 、 節 税 に も な り ま す 

の で ぜひ お 勧 めし ます 。 
1 利回り に つい て 

利回り は 収益 投資 元 本 で 表 さ れ ま 
す 。 ま た 、 偶 借 は 金利 、 投 資 は 利回り と 
言わ れ ま す が 、 お 金 を 貸す こと も 投資 と 
同様 に リス ク を 伴う た め 区 別 を せ ず 、 利 

回 り と 考え ます 。 
また 、 利 回 り に は 様々 な 種類 が ある の 

で 単利 ( 元 金 に 対す る 利子 ) か 複利 ( 元 
利 合計 に 対す る 利子 ) か 、 規 制 金利 商品 
で も 公定 歩合 連動 型 か 長期 プラ イム レー 
ト 連 動 型 か 、 自 由 金 利 商品 で も 市 場 金利 
連動 型 か 大 口 定期 預金 連動 型 か 注意 する 
必要 が あり ます 。 
例え ば 、 年 5 % で 30 年 間 問 け 入れ た 場 

合 、 単 利 で は 元 金 の 2.5 倍 、 複 利 で は 4.3 
倍 と 大 きぐ 差 が で ます 。 

HARMONY の 〆Z/ JANUARY 

この よう 全 簡 回 晴 其 算 信 よび 、 年金 ・ 

株 式 ・ 不 動産 ・ 債 権 等 様々 な 投資 戦略 が 

可能 で す 。 
但し 、 こ の 利回り は 各 金 融 商品 を 比較 

する あく まで も モノ サシ に し か 過ぎ ませ 
ん 。 ご 承知 の 通り 利回り は 、 景 気 ・ イ ン 

フレ ・ 為 替 ・ 政 策 等 の 政治 経済 要因 に よ 

り 変動 する た めで す 。 従い まし て 、 利 回 
り 最 優 先 の 考え は 危険 で ある こと 忘れ な 
も 

II 最近 話題 の 金融 商品 

城南 信用 金庫 の 「 スーパー トッ プ 」 を 
あげ ます 。 
これ は 4 年 間 の 預入 で 年 3.164% と 定額 

貯金 を 上 回 り 、 さ ら に 取引 実績 に 応じ て 
0.1% か ら 0.3% の 優遇 金利 を 上 乗せ する 

場合 も ある そう で す 。 現時 点 で は 、 預 人 
期間 が 長い こと を 心配 し ます が 、 信 人 金 も 
元気 で ある こと を 教え て くれ ます 。 
III 預貯金 の ポイ ント 

トド. ポー フォ リ 水 の 弄 に 基づき 、 年 
に 1 度 は 全体 の バラ ンス を 検討 し 、 特 に 

確実 性 預金 を 中 心 に 設定 する 。 
2 、 給 料 天 引 の 預貯金 を 組み 人 れる 。 

3 、 金 利 の 上 昇 期 に は 変動 利回り は 半年 

毎 に 見 直さ れ 上 昇 す る こと が ある の で 、 

変動 利回り 商品 を 選ぶ 。 下 降 期 に は 長期 
の 固定 利回り 商品 を 選ぶ 。 
4 、 商 品 の 中 途 解 約 条 件 に 注意 する 。 
5 、 新 聞 な ど で 利 回 り に 敏感 に な る 。 

(利回り 掲載 記事 ) 
萌 日 毎週 (生々 ウィ テー タ エン シ ント 雑 

済 

9 は の っ D( 二 (は で 玉 さき ー 
読売 ク (月 ) YEN 

産経 ク (日 ) 経済 面 
日 経 2 (月 ) monday nikkel 

『「 ポ ー ト フォ リオ 』 の 考え 方 や 利回り に 
らい て る 明記 わた だ た り 硬 明 し て きま し だ に 

が 、 皆 さん に と っ て より 身近 に 感じ て も 
ら え まじ だ で し よ つ が 5 

「 預貯金 で 資産 家 に な っ た 者 は いな 
い 」 と いう 言葉 が あり 、 株 式 や 不動 産 の 

運用 の 必要 性 も 指摘 され て いま す が 、 資 
産 家 に な ら ず と も せめ て 我が家 ぐら い は 
持て る よう 、 あ な た も ポ ボ ポートフォリオ の 
し 5 
次 号 か ら は 保険 】 を 取り 上 げ て いき 

だ しい 本 ま す 。 

(AM 施設 ・ 業 務 部 堀川 



部 アジ ア 営 業 

原田 和 比 古 

きき 耳 
は や 耳 

⑯
 
湊 ぐ ト

 ハ
ト
 

革 岡 一 ・o” 帳 岡 

さ 
・
o
 ぐ
 

移
 
揚
 ら 

・ 
の NN" [

|
 

款
 

の
 

。〈 〇 べべ
 
ぬ
 

で
 

て
 
ト
 
-
 

* 

P
S
 
o
y
M
P
K
 G
O
 
ャ
 で フ
 

ク
ー
 
ド
ド
 
紀
和
 

忌
 
G 組

 
回 G
 ぐ 公

 セ
ン
 
人
 Q 公
 

さ
 

反
 
公
 で -

 喧
 
国
 
抑
 し
 

[へ 妃
 時
 
人
 
公
 K
G
 
他
 

旨
 
一 
| 

り 到
 や
 
シ
ン
 還
 

つ
 
6
 p
 
選
 

^ 捉
 

言 つ 
貞
 
埋
 

6
 
基
 
革
 

辿
 
G 較

 
京 
・
 
是
 

岡 信
夫
 

則
 
@
G
 答
 史
 
笠
 で
 GG し

 セ
 " 

骨
 N
e
 

賠
 

ド
 
レ
 
6
 
納
 
考
 

映
 

画
 
芝
 玖
 
公
 拓
 
嬉
 
押
 
所
 
ぐ
 
レ 

選
ぶ
 
時
 
状
 
つ
 
G
S
 
り
つ
 っ 心 

JJ) 
し
 
"
O
S
G
 

誰
 唱
 四
 地
 

由
 G
 
婁
 
ゼ
ー
・
 

の 6
 選 7 

来
 

瑞
 
1
Q
・
ー
 

ざ
 
ざ
し
“
 

府
 
で
 ト 人 か

 トト
 哲
 
環
 
功
 し 筐

 

唱
 
d
 男
 
義
 更
 弄
 
孤
 
つじ し c 員

 

川
 
シ
 p さ 

ド 
皿
 
中
 0
 

セ
 

KR” 
N
M
G
 画
 
"
ト
ト
 
弄
 澄
 

G
 員
 
唱
 
N
e
 世
 
喰
 
公
 骨
 人
 

で
 
い
し
 

0
 
つ
 "
 

れ
 

。 
口
 一
 環
 

唱
 
G 思

 
問 
し も ? 

和 「 筐
 
4
J
 

し 明
 
念
 は
 細 

環 
人 で 刀

 妥
 晶
 

に
 

S
E
 
に
 EEECSN() 

ト
ー
 
公
選
 

シ
ー
ト
 J
J
 和
 トー
 

ス
ス
 へ
 h
 

ロ
 肖
 
つ
 

し 人
 ト 作

 

ト 世
 
咽 G

g
 
ぶ ペ

ー
 ゴ
 色
 時
 堆
 

「
T
 リ ロ
ー
ス
 
ト
ロ
 

中
 人
 で
 レ
 

っ
 
N
9
)
 つ い

し
 
p
 遇
 
中
 
し
 

槍
 

さ 
や
 
で
 "
(
路
上
 

ロ
ジ
 
リ
ー
 

- 
1
 ト
 で 
K
 必
 公
 ゴ
 

回
 

邊 
レス レ

バ
 

却 
是 

混
 <
 語
 

午
 
N
e
 マ ー 

ケ 
0
 
角
 
く
 坊 

じす 
監 沸 

に 

で
 
円
 

暇 G ヘ
 トー 時 加 G 

S
G
 

一
 昭
 角
 レ
 ロリ ー

 ス 
いて 色 べく 時 し OnG) 

9
 
お
 

一 昌
代
 

王 
で
 

リ
ー
 
民
 
唱
 
尽 所 属

し
 
血 ぶ スリ 届

 
札 10 
だ
 

し っ h@
 

6 公路
 

宗
 

し
 欠
 
中 
は
 

論 や
 Q
N
O
G
 

SR” 
町 必

 り 
来
 
到
 Q 吉

 く
 

N
e
 

っ で
 人
 せ S
N
e
N
 

て
 て
 -
 

ハ
ハ
 
窟
 

一 て
 
へ
 
ト
イ
 て 色

 趣
 紅
斑
 

刀
 
生
 

^ 親 
生
 

公
 
ト
ト
 壁
 
へ
 h イ 

的
 
円 

昔 唱 所
 
配
 

N
e
!
 

さ
て
 

て
 人
 ハ 

た
 
と 
を
 
喘
 M
N
S
 

居
 
<
 

^ ト と 
し 選

 軸
 守
 
問
 邊 人

 で
 

レ
 つ 

6 
心
 り
 つ
っ
 心 
由
 部
 
震
 

I
S
 

個
 
較
 
つ 

し
 
ふ
っ
 0
G
 
セ
 し 

?
 

で で で
 で
 ト 人

 か 人 箇
 畠
 

季
 

ト J
G
 肘
 
子
 G
 で
 6 心
 

記
し
 

還
 琵
 腸
 疾
 抑
 証
 つ
 じ
 し 

っ
 
N
e
o
 で
 
た
 し
 
ち
 * 

し
 ね
 尽
 躍
 

S
e
 

タ
ー
 
9
 か
 い
あ
 ら
 圧
 

則
り
 
N
N
E
 

NT の
 屋
 ご
 で そ 

け 反
 二
 
つ 

心 NO6 因 理
 
詳 

概 公
 

計
 表
 
忘 財

 具
 
圭 

し 倫 NOIJ ュ
 ) 

1
6
 

つつ
 

心 
補
 

し 
や pp
 

的
 

や 
で
 

RS
” 

N
y
 

で
 

は
 

祥 
J
N
 

じ 
トト
 

公
 

ト
 

E
E
 

日
 

レ
 

上
 

邊
 

の 
り
 

に
 

7 
- 

以
 

エ
イ
 

有
馬
 

貼
 

! 
も
 

N
e
1
6
”
。
 

人
 

礁
 

ボ
 

つ
 

し
 

っ
 

js
? 

形 
!j
 

は
 

の 
ロ
ー
 

ビビ
 

の
 

二
 

楓
 

本
 

つ 
レ
 

11
67
 

選
出
 

に は
 

か
 

ト
ト
 

簡
 

窟
 

| 
器 

破 
蛇 

式 
凌 

移 
所
 

I
N
 

だ
 

1
 

揚
 

唱 
地
 

器 
で 

握
 

唱
 

し
 

玖 N
9
 

十
 

" 路
 

英 し に
 

で で に
 

で
 

で
 

甘
 

詞
 

眉
 

@ へ
 

い
て
 

抽
 

将
 

買
 

G
 

応 し
 

ね 
” 

圏
 

@
 

ロ
ー
 

い
さ
 

て 
へ
 

心
 

忌 
村
 

圭
 

GS
 

ス 
ト
ト
 

公
民
 

選
 

員
 

け
 

N
G
 

層
 
舞
 
4 本

 N
e
 明 1

 

っ
 
で G
 し ′ 

人
 ④ 六
 6
 黄
 
立
 
世
 

G
 ス
 へ トト て 

玖
 

瑛 べ
 セ
 N6 い

や
 

さぶ し
 ね
 ? 
公
明
 
疾
 公
 貼
 

填
 
ご
 つ ” 

決
 民
 SG 攻

 員
 は SS 

さ
い
 
い
 
的
 N
e
 除
電
 

攻
 ロ
 ボ
 中
 

玖 填 いじ
 

世
 

環
 

間 態 
つ 

レ
ス
 っ
 0
 貞 

う り
り
 昭 

っ 6
 

6 
刀 

人
 ト
 ホ で ハハ 英

語
 

耶
 

貴
 
貴
 
薄
 
範
 選
 や の

 つの 

信
和
 

評
 時
 範
 師
 で
 所
 S
G
 

買
 

ぐ 1
J
 明
 

" 
論
 人
 色
 

Q
T
J
 

和
 0
 っ
 選
 ?
 

(
 宗
 回
 せ
 
早
 式
 半
 光
 諾
 ・
 田
 
厩
 
| 

党
 

ぐ
 し
 ゃ
 ?
 )
 

HARMONY 2Z8 JANUARY 



0 

〇 い 

"所 FUNITED 。 の NN 
JR EAST FURUKAWA FUUTBALL LUB 

1 き 祭 敵 
2 、 船 舶 4 級 の 免許 
3 、 パ チン コ 、 釣り ( 今 は あま 

り 行 ける 時 間 が な い ) 
4 、 ゲ ー ム ギア を 持っ て いま 

す 。 今 好 き な の は バス ケッ 
トゲ ゲー も すず ウツ ラジ タタ 
パー ク 」 の ソフ ト が 作 し い * 
な あ 。 

た ES 内 間 元気 で 明る い ! オー ルス 4 ム ス ペ イン 合宿 に 

ター サッ カー の 出場 経験 も ある 中 西 選手 

【 2 人 か ら セ ガ へ の メッ セー ジ )】 
「 今 まで 、 個 人 と し て の 関わ り が あま りな く 。 

社 " と いう 感じ し か ませ ん で し た が 、 
ー な ど で 交 着 容 義 め られ た ら と 

する カ メラ を 向 り こら この ボーズ | 
ナイ ス キャ ラン ノ タ _ー の 中外 吉 
は ラロ て 0 すし モテ モテ ノ 
レ ゼ ント に 埋もれ て いま し た 。 

文 来 年 の 9 月 に し 、 ジ ェ フ 市 原 
ホー ムク フワ [のり ソ イン 
スタ ン 「 が 、 今 り / 伯 し 
撤 人 され る て つて 9。 
クレ し は ラワン 「 
取り や すぐ な る 
JJ r 

文 来 年 度 の ファ ンク ラブ 募集 を 

開催 い 寺 し ます 。 

但し 、 内容 は 下記 の よう に 変 

年 会 費 プ \1000 
リ ま す 。 

会 報 Only No チケ ッ ト 

1 日 記者 発表 

柱 0 月 29H_ ニ ソン シー エル 計 

沢 選手 に 女 の 子 が 誕生 。 

名 前 は 「 成 良 」 と 書い て 

エー ラク とら ゃ て / 。 

JEF UNTED ハ ロー ダイ ヤル (オペ レー ター 弐 ) 
043 (227) 8600 チー ム の 最新 ニュ ー ス や 公開 
練習 日 な ど を オペ レー ター が 教え て くれ ます 。 

人 @ 来 月 号 は 噂 の ゲー マー「 下 有川 選手 ] の 特集 で す 。 

@ 質 問 項 目 1 、 好 き な 言 葉 2、 今 一 番 欲し いも の 3、 ス トレ ス 解 消 法 4 、 ゲ ー ム は 好き で すか 
文中 西 0 大江 挫 馬 芝 選 手 文 

1 、 人 事 を 玉 く し て 天命 を 待て 
。 、 タ イト ル 、 優 騰 
S 、 読 書 (ウソン ) 7 ヵ月 の 供 

と 遊ぶ こと 

コガ ド ライ プ を 特 ③ で いま 
9E 天 OOD パワー リー 
グ 」 と ゼ ガ の 「NBA バ パス 
ケッ ト 」 (回 転 し な が ら 、 
ダン ク す る こと ) が 好き で 
す 。 

言っ て か ら 自 信 こ と 責 仕 感 が さら に 増し 
た と いう 江尻 選手 

- ス ポン サー を し て く 枯 る 会 

これ か ら は も つと イベ ント や ファ ン 感 謝 

思い ます 。 」 

太 リティ ー は 日 本 語 
覚え る の が 超速 いと ee 
の 噂 。 何 と すでに 1 7Zn TA7/ 
日 、 2 日 を | つい し の 
ち | | つり) リ 」 W 
み 分 けら れる と いう 。 
か ら 和 驚き ! _ 

ファ ン を と っ て も 人 中 
に する 彼 は 、 プ レ ゼ ン 
ト の ミリ ン 胡 を え を カバン 
に つけ り て いる ぴの 、 そ の 
数 お よそ 50 本 ! @|」K4 用 AAN@ 

半 

へ か ら 江 尻 選 手 、JEF 広 報 の 高橋 
さん 、 中 西 選手 

プレ ゼン トコ ー ナ ー 癌 
今回 イン タビ ュー に 応え て く 

れ た 江尻 選手 と 中 西 選 手 の サ 

イン 入り 色紙 を 各 3 名 の 方 に 

プレ ゼン ト ! お 申し 込み は 広 

報 企画 室 「 ジ ェ フ ユナ イ テ ッ 
ド 係 ] まで 。 (応募 用 紙 は 
32 ペ ー ジ に ある わ ョ ) 
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放 MUSIC 
計 あな た の 好み で お 選び くだ さい 
セガ 社員 の 皆さん 、 あ け ま し て お めで と う ご ざ いま す 。 

今月 の CD 紹介 は AM 2 研 / デ デザイン 開発 課 の 石井 智裕 

が お 送り し ます 。 

POST 

本 人 K 全 日 小骨 けり ドド 粗 才 人 UN (AL EFD 

いい 音 の シブ プシ ブ で 、 独 特 の 浮遊 感 が 味わえ る ハウ ス で す 。 

耳 か ら 効い て くる マッ サー ジ の よう な サウ ンド で す 。 

KA だ ET DOSECDP ト も WUDKAI た より AS 

PER 羽 紀 YK | MGSSEE MM 枚 | 人 MGJ 

これ は 20 年 以上 も 前 の 電子 音楽 な の で す が 、 実に ポッ プ で ス 

ベイ シー で す 。 ゲ ー ム ミュ ー ジ ッ ク に 風味 が に て いま す の 

で 、 好き な 方 は ぜひ どう そ 。 ち な に み ペ リー& キ ング スレ イィ 

は ディ ズ ニ ー ラ ンド の し レ しみ より ル レ ー ド の テー マ 曲 が 

有名 で す 。 (この CD に も 収録 され て ます ) 

四 昌 昌明 昌明 間 間 較 今月 の 推 座 コー ナー 還 

カ ES RE k を っ 
L JACKSON (EP1C グ ZSONY) 

ケル の リミックス 毅 は 聴い て 良し 、 集 め て 良し で す が 、 

これ は 本 格 ハ ウス が 聴け る 一 枚 で す 。 ゴ シッ プ ば か り で な 

に SN 2 クー カー と し NR0000 壮 能 に つい て も つと 

語ら 柳 る と 0 いい で す よ 柚 。 

今回 、 ご 紹介 し た CD は 全て 日 本 毅 で す の で 容易 に 手 に 人 

る と 愚 い ます 。 で は 。 

(次 回 は AM 1 研 の 高 部 元 志 さん で す ) 

| 回 上関 

た BOOK 娘 MINI 常 識 コ ー ナ ー 

Ko も ー 「 か ん じ の 悪い 漠 記 」 第 老 回 

文春 文庫 上 ・ 下 刊 と も \560 (税込 ) 

30 数 年 の 人 生 が いつ も 孤独 だ っ た ト 
ラヴ ィ ス は 、 ある 日 届か けた 山 で 一 区 

の リィ イト リー バ パ と 出会う つ 。 この 犬 、 晃 
た 目 に は 何 の 変 灯 も な い が 、 そ の 目 に 

は 確か に 知性 が 宿っ て いた 。 人 の 言葉 

が わか る よう な の だ 。 
アイ ンジ シュタ イシ こと 生け られ だ 天 

と トラ ヴィ ス の 不思議 で や さ し い 生活 
が 始ま る 。 や が て 薄幸 の 美 友 ・ ノ ー ラ 
を 迎え 、Z 人 と 一 匹 は 冒険 の 旅 へ 。 
今 、 最 も ノ っ て る 作家 ディ ー ン ・ 

R・ クィ ー ン ズ が 放つ ノン ス ド トップ バート ラル " アク ショ 

ン (長い ! ) は 、93 年 度 徳 訳 置 険 小 説 の No. 1 だ 。 ア イン 

シュ タイ ン に 会 わな いと 、 あ な た の 成年 は 明け な い 。 

sn 9 poler My WWz e の 人 AKesie Hp RE の ie で Je が Ne PIPEWIUe Ps な eo Yi SoPNe su ま 403SEICD7E の IIS KG 7 の Bcc 人 'w mi ほ uekt th Ke 

締切 ・1 プ 31 本 社 広報 企画 室 / プ HARMONY 編集 事務 局 宛 

成年 に ちな ん で …“。 
目次 の 犬 は 、 何 犬 _ ワン ワン ! 

さて 、 皆 さん 大 好き な 漢字 の テス ト で す 。 そ う 読 み 始め た 

瞬間 、 ペー ジ を めく ろう と し て い 共 重 な た 、 そ う あ な た で ず 

よ ! も う 少 し 頑張 っ て 読み まし ょ う 。 

ここ で は 、 社 会 人 と し て 、 最 低 知 っ て お か な けれ ば な ら な 

い 漢 字 、 ビ ジネス で よく 使わ れる 漢字 を テス ト 形 式 で ご 紹介 

し ます 。 知ら ず 知 ら ず の うち に 、 漢字 が 覚え られ る ヒジ ョ ー 

に た め に な 急 コ エナ ー で 語れ で あ 宏 大 り 電 議 人 | 

それ で は 、 第 一 発 目 いっ で 昇 よ う 。 

問題 次 の 漢字 を 読ん で みな は れ ! 

、 老 若 男女 

、 団 塊 の 世代 

、 歯 に 衣着 せ ぬ 

、 猛 者 

、 借 入金 

、 上 意 下 達 

、 未 韻 有 

、 順 風 満 帆 

、 一 矢 を 報い る 

、 有 象 無 象 

CCO CDO SI 0 OH の OSDND  - 一 

に CD 

ちょ っ と 簡単 すぎ た が か な ⑦ 次 回 は 少し 難し いよ 。 

*※ 答 え は P32 下 欄 を 見 て くだ さい ね 。 

答え JE サイ ン パ は 
これ で / 旋 間 C く ぇ , 

所 属 
氏 名 
社員 コー ド 
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魔 導 物語 1 
ー 3 つの 魔 導 球 一 

[| ぷ ぶよ ぶよ | で お な じ 暫 罰 
キャ ラク ター が し ゃ べ る 。 サ 
ンプ リン グ ・ ボ イス ・ ン シン 人 
ム の 導入 で 、 声 も サウ ンド も 
リア ル 。 業界 初 の 感動 と 笑い 
の 3D RPG。 

発売 中 5500 円 (税別 ) 

ドナ ルド ダッ ク の 4 つの 秘宝 
コミ カル な アク ショ ン で 話題 を 呼ん だ 前 作 を し の 

ぐ ソ フト 。 今回 も ディ デズ ニー アニ メ の 楽し さ 、 ド タ 
バタ に ぎ や か な 追っ か けっ こ 、 ハ ラ ハ ラ ドキ ドキ の 
幣 湯 Mw 所 っ て 、 フ ァ ン 大 喜び 。 

発売 中 3800 円 (税別 ) 

7 は 
⑥ The Walt Disney Company 

バト ルト ー ド 
カエ ル が 主人 公 の 4 テア ( 敵 

& パ ワ フ ル ア ク ショ ジ ゲ ー ム 。 武 
番 や 攻撃 な ど と で 相 手 を 倒し て ト 
ラッ プ を くぐり 抜け 人 硬 9 ステ 7ー 
ジ を クリ ア 。MD 用 人生 も ある 』。 

1 月 14 日 発売 予定 3800 円 (税別 ) 
COPYRIGHT 1991 RARE LTD.LICENSED TO TRADEWEST 

BY RARE COIN-IT. INC 

⑥) SEGA 1993 

ペン ギン サン の めい ろ パ ズル 
ー び うく りす いそ く か ん 一 
ゲー ム を 中 心 と し た ソフ ト 。 
海 の 生き 物 に より 迷路 を 進め 。 
1 月 発売 予定 3.980 円 (税別 ) 

。9reOX へ At 

エ び 鼓 七 条 ③ 当 

。 テ この 仙 思 tr さき 内 

SC し TRV 内 mWN 人 Wu 滴 いき き ぐ ご UI 只 は au 

際 二 NN デレ / 

4 ナド 

試合 に 勝つ 
得 ら れる 導 還 うし 「 

ボク サー に 様々 な 能力 を 与え 、 独 目 の 個性 的 な ボク サー 
に 育て 上 げ る ここ 還 失 還 。 抽 日 上 上 モー ド は 全部 で 3 
つ 。 対戦 ケー ブル で 相手 を KO する こと も で きる 。 

ee 
ご 

nt 対策 誰 敵 立 と 喜べ 

リ デ ィ ッ クボ ウ 
ホク シン グ 
ブリ 村 

幸生 VM 

1 月 2 1 日 発売 予定 3.800 円 (税別 ) 

MY リー リ / 

ざー 

発売 中 5,500 円 (税別 ) 



Aroumndl the 

『T [| 美 し が 世 昨 

年 5 月 18 日 に 福岡 県 4 | 筑 

本 生 と う . き さゆ ゅ ゆう ショッ PKK グ NE 

ター] 内 の @ え ナン ト と し で オオ jaegee 
し た 店 舗 で す 。 
店 内 に は 、 ド リー ム パ レス 講 条 の 

人 遊戯 施設 1 プ 

レイ ポー ト 」 、 に お と ぎの 国 の 様 な 装 本 代 オノ ンー 

を し た [コウ マジ カル トピ イ 2 等 を 中心 に 、 体 

感 ・ ス ポー ツゲ ー ム ・ メ ダル 信 圭 ぬ 供用 乗物 生 、 史 
児 の 方 か ら 高 年 齢 者 の 方 に も 楽し ん で いた だ ける よ ) 、 

様々 な 機種 を 設置 し て お り ま す 。 

また 、 国 道 3 号線 バイ パス 沿い に 位置 する た め 、 車 に 

よる 来店 者 が 最も 多く 、 週 末 に は 筑 革 野 市 内 を 始め 、 近 

學 の 小郡 、 鳥 栖 、 太 午 府 市 等 か ら も 多数 の 方 が ご 米 店 さ 

居 価 人 A HARMONY VOL125 補 守 

、 地 に 導 し た AM 作 訪 と し て 博 し まれ で いま す 。 

NN 店 長 を は じ め 、 ス タッ フ の 経験 も 浅く 、 

006 いと 株 つ 生生 ("で DS 000 0 

0 えな い 状 態 で あり 、12 月 ・1 月 商戦 を 

スタ ッ フ ー 丸 と な っ て 日 々 務 に 基 め 議 識 4。 人 介 べ す 。 

(石井 店 長 よ り ) 

田 店 舗 概要 
所 在 地 : 福岡 県 筑紫 野市 美しが丘 南 1- -12-1 

東急 ショ ッ ピ ング セン ターB2F 

面積 : 996m< 
スタ ッ フ 数 : 社員 2 名 アル バイ ト 12 名 

店 長 名 : 石井 紀 靖 

売上 目標 : 月 商 2100 万 円 

店 舗 ス ロー ガン ・ 検 械 管理 の 御 凍 語 語 

実 で 売上 目標 必 達 

1994 年 1 月 1 日 
(株 ) セ ガ エン ター "ライ ゼス 編集 ・ 企 画 / 広 報 企 画 室 梅村 宗 安 ・ 寺 嶋 リ カ 


